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(1) 

ね
今金町役場

企画室

巴
月
は
上
旬
う
す
ら
寒
い
沃

気
、
半
ば
以
降
は
、
-
般
に
回掛

か
く
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
る
え

し
か
し
気
温
の
変
動
が
大
一
き

く
月
末
近
く
に
低
温
が
現
れ
そ

う
で
あ
る
。

6
月
前
坐
ば
は
、
ほ
ぼ
順
調

で
気
温
は
商
品
で
あ
る
。

南
は

E
月
、
6
月
と
も
少
め

で
あ
る
。

以
上
回
天
候
h
:
っ
同
副
作
業
万

進
め
方

一
、
水
稲

品
川
苗
代
の
播
種
は
普
通
芭

の
ほ
か
、
田
植
6
月
刊
日
頃
に

な
っ
て
も
、
被
収
し
な
い
よ
う

に
普
通
指
熟
苗
を
利
用
で
き
る

よ
う
育
商
す
べ
き
で
あ
る
P

②
箇
の
伸
長
を
は
か
る
た

め
、
保
温
し
す
ぎ
弱
い
苗
を
作

る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
本
藁
2

枚
が
出
始
め
た
ら
昼
間
は
、
換

気
と
直
射
日
光
に
あ
て
、
綬
部

白
発
達
を
促
し
、
健
苗
を
育
成

す
る
こ
と
。

⑥
苗
代
除
草
剤
D
JC
D
A

(
ス
タ
ム

l
乳
剤
、
デ

l
ピ
l

乳
剤
)
白
使
用
は
、
本
菜
一
、

五
葉
か
ら
二
葉
矧
に
使
用
し
、

三
葉
期
に
は
散
布
し
な
い
こ
と

@
移
植
の
適
期
は
苗
代
田

数
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
苗
令
に
よ

り
判
断
す
る
こ
と
。
早
生
本
架

三
葉
終
期
中
生
四
一
帯
拐
、
晩
生

回、
，
‘
五
葉
期

⑤
肥
料
は
チ
ツ
ソ
質
肥
料

の
B
割
を
元
肥
に
、
そ
の
内

E

割
全
層

3
割
圭
圏
、
残
り
2
割

は
幼
棟
形
成
期
以
世
天
候
に
よ

、っ
て
施
す
工
と
ベ

泥
炭
地
は
表
層
施
肥
に
重
点

を
お
き
、
で
き
お
く
れ
即
な
い

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

⑥
病
害
虫
白
適
期
防
除
を

す
る
こ
と
。

稲
ヒ

メ
ハ
モ
グ
ワ
パ
ヱ
白
防

除
は
移
範
的
ア
ル
ド
リ
ン
乳
剤

白
散
布
、
畦
畔
の

一
軒
防
除
を

必
ら
ず
励
行
す
る
こ
と
。

二
、
馬
れ
い
し
ょ

①
融
雪
水
に
よ
る
軍
事
の

冠
浸
水
に
留
意
す
る
こ
と
。

@
圃
場
に
埋
蔵
し
て
あ
る

種
薯
は
早
自
に
掘
り
出
し
消
毒

し
て
、
緑
化
法
(
わ

b
な
ど
を

敷
い
て
、
其
の
よ
に
芋
を
な
ら

ベ
積
上
げ
、
日
中
日
光
に
あ
て

夜
は
、
天
幕
な
ど
を
か
け
保
温

す
る
』
を
実
施
す
る
こ
と
。

⑥
播
種
類
遅
延
の
お
そ
れ

巴
あ
る
と
こ
る
で
は
浴
光
催
芽

を
行
う
こ
と
。

日
l
m。
C
で
叩
日
間
l
m

日
間
白
浴
光
催
穿
で

7
t白
日

位
の
適
期
増
幅
が
可
能
で
あ
る

④
浴
光
催
芽
を
行
っ
て
芽

が
1
開
仲
び
た
麗
芋
は
チ
ツ
ソ

と
カ
リ
を
ゆ
形
位
多
く
使
用
す

ス
w
v」
、
と
。

三、

甜

菜

O
紙
筒
膏
苗
管
理

育
芭
温
度
は

m
t却
。
"もの

範
囲
で
む
し
ろ
低
温
で
育
て
又

湿
度
較
差
が
あ
っ
て
も
低
温
に

よ
く
馴
ら
す
よ
う
に
す
る
。

O
直
播
麓
培

①
5
月
は
高
温
乾
田
却
が
予
想
さ

れ
弔
白
で
、
一
日
も
阜
〈
播
濯

す
司る
こ
と
。

@
ジ
ノ
ミ
白
発
生
に
注
意
し
早

期
に
防
除
す
る
こ
と
。

@
間
引
は
本
一
時
2
枝
早
期
に
行

う
こ
と。

(作
業
の
関
係
で
早

く
で
き
な
い
場
合
は
間
切
り
を

実
施
す
る
こ
と
B

)

回
、

豆

類

①
畑
白
準
備
を
早
め
に
5
月
初

日
前
後
に
播
種
を
終
り
初
期
生

育
が
頗
棋
に
成
る
綴
努
め
る
事

③
電
子
消
毒
(
有
機
硫
凶
剤
。

、
二
%
粉
衣
)
を
行
い
、
発
芽

並
び
に
生
育
の
健
全
化
を
は
か

る
こ
》
』
。

⑥
肥
料
は
燐
齢
肥
料
を
多
め
に

使
用
、
其
白
半
量
は
熔
性
燐
肥

を
利
用
白
事
。

』

玉
、
飼
料
作
物

①
致
事
類

融
雪
品
遅
か
っ
た
の
で
、
早
期

に
追
肥
を
行
う
事
G

@
デ
ン
ト
コ

1
ン
家
畜
同
根
菜

類
に
つ
い
て

4

適
期
播
積
を
励
行
す
る
事
。

デ
ン
ト

コ
ト
ン
サ
イ
レ

l
ジ
の

栄
養
価
値
な
増
す
た
め
に
畳
熟

む
早
い
一

代
紺
離
を
3
2
4
割

配
合
し
て
ま
〈
己
と
。

山

(
今
金
地
区
良
識
一
改
良
晋
及
新
)

i
t
p
i
p
i
t
-
'
I
f
n
T
i
f
f
-
i
 

発行所

編集

@
5
R
由
天
候
は
け
一
⑨

今
年
は
春
先
か
ら
天
候
不
順

多
雪
で
雪
ど
け
が
十
日
か
ら
、
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j冷害の危険性も j 
備えあれば憂なし

v 今年の営農は I 
E 万全の対策を 4 

二
週
間
遅
れ
、
平
年
並
で
あ
っ

た
昨
年
よ
り
悪
く
経
過
し
た
。

警官
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第

3
巴
今
金
町
醤
時
町
議
会

が
去
る
四
月
二
十
一
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

以
下
主
な
協
議
内
容
の
決
定

事
項
は
つ

rの
と
お
り

一
、
今
金
町
役
場
白
位
置
変
亘

庁
舎
司
訴
位
置
を
会
全
四

八

回
一
罫
地
位
変
更
さ
れ
ま
し
た

こ
の
こ
と
に
つ

い
て
次
号
に

て
詳
細
お
知
ら
せ
し
ま
す
a

工

今
金
町
諜
.
富
田
設
置
条

例
む
改
正

社
会
諜
ψ
民
生
課
巴
土
木
課

を
珪
投
諜
に
夫
々
名
祢
が
変
り

そ
心
ほ
か
企
画
室
、
水
道
室
が

新
民
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

三
、
町
制
民
議
例
由

一
部
改
正

・
時
人
浸
田
一唱一
皐

百
升
司
九
.
七
を
百
分
の
十

一

足
引
よ
げ
ら
れ
た
。

-
新
車
専
用
住
宅
白
説
の
滋
踊

専
用
佳
宅

(併
用
住
宅
は
二
分

町
一
以
上
が
住
宅
}
白
場
合
二

玉
、
七
一
持
以
下
町
演
摸
の
も
の

を
軒
築
し
た
場
合
三
ヶ
年
を
限

つ
J

説
金
白
二
分
の

一
を
援
額

す
る
己
と
に
な
り
ま
し
た
。

但

し
こ
の
適
用
を
受
け
る
場
合
申

告
書
を
町
長
巨
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す。

-
軽
自
動
車
現
由
長
率

乗
用
車
が
従
来
年
額
三
、

o

o
f国
を
四
、
五

O
O
同
に、

ト
ラ
ク
タ
ー
四
輪
が
本
年
よ
り

新
た
に
賦
課
さ
れ
る
よ
と
に
な

り
平
額
三
、

O
O
C円
と
さ
拍

ら
れ
ま
し
た。

呂
、
司
定
費
量
評
偲
審
査
委
員

会
葺
員
白
蓮
佳
荷
意

t
z
-失事
氏
が
三
月
三
十
日

で
任
期
が
松
崎
了
す
る
の
で
再
任

が
法
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
先
生
の
異
動

四
月
一
日
付
で
町
内
各
小
中

学
校
先
生
白
異
動
が
発
令
さ
れ

次
由
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
赴
任
い

た
し
ま
し
た
。

⑨
実
利
河
小
世1
校
中
山

⑨
中
盤
小
学
校

時
吉
見

⑨
邑
吉
小
学
校

校
呈

⑨
直
川
小
型
校

夜

間決

松
井
久
莞
子

中

川

勝

二

⑨
今
金
小
学
位

校
長

浜

栄
三

北
川

忠

寿
寸
.
‘

甲

西

時
男

沢
村

石
畳
克

南杉
谷 本

省
!事吾

菊吉山
谷 見中

富
三久

良
子

⑨

税
務
の
お
知
ら
せ

※
四
月
白
納
説

国
定
資
鹿
税
第
ご
間

※
五
月
の
納
税

軽
自
動
車
設

国
昆
健
康
保
時
一
税
第
一
期

※
原
動
撞
付
自
転
車
及
び
小
型

特
鷺
自
動
車
由
揮
識
が
か
わ

り
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
原
動
樋
付
自
転
車

及
び
小
型
特
昧
自
動
車
白
標
識

(
ア
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
ぱ

を

-

斉
に
と
り
か
え
る
こ
と
に
な
り

先
に
部
落
町
内
全
員
を
通
じ
て

連
持
し
て
い
る
と
こ
る
で
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
と
り
か
え
て
い

-
m
k
、
，

事
λ
束
小
学
技

⑨
金
原
小
学
校

校
長

富

沢

保

則

⑨
神
丘
小
学
反

⑨
E
進
小
堂
反
校
長

細

川

⑨
美
利
河
中
堂
校
伊…
腫

吉

臼

光

義

⑨
花
石
中
学
校

千
田

体手
訟

弥栄
生次

村
上

信
俊 伸

(
争
中
星
中
学
校

⑩
濁
川
中
学
校

校
長

石
樋
昭
二
郎

⑨
今
金
中
学
校

高

谷

捻

稲

給

恒

夫

⑨
八
宵
A
中
学
校

⑨
迫
田
中
学
校

⑨
神
丘
中
学
校

梅
田

福

勇

上
野

良
司

三
上
喜
代
治

掴
回

数
雄

邸

大
壕

喜

雄

経 米
村津

俊正
明芳

な
い
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
五

月
中
に
必
ず
と
り
か
え
て
下
さ

、。し
標
語
の
色
別
は
五

0
c
c
ま

で
が
白
色
、
五
一

c
c
t
九

0

C
C
ま
で
が
黄
色
、
九

-
nし
C

J

一
二
五
C
C
ま
で
が
簿
暁
色

小
型
特
殊
喜
動
車
(
農
験
用
、

そ
の
他
)
が
緑
色
に
な
っ
て
い

ま
す
@
な
お
標
お
と
り
か
え
桂

車
覆
白
変
更
、
交
換
、
売
賞
、

廃
一一阜
等
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず

説
務
課
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い

※
嗣
鈎
前
に
現
金
を
完
納
し
た

と
き
は
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す

結
説
通
知
密
に
記
載
さ
れ
た

納
説
錆
に
つ
い
て
一
度
に
納
設

し
た
と
ぎ
は
、
納
期
間
山に
納
培

た
納
額
四
百
分
の

一
巳
納
絹
問

に
か
か
る
月
数
三
月
末
諸
白

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は

君

主、、.ム d

+
四
日
以
下
H

一四月
と
す
る
〉

を
乗
じ
て
得
L
額
を
前
納
報
奨

金
と
し
て
移
持
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
よ
す
。
前
納
報
奨
金

白
対
象

k
な
る
説
目
は
期
別
総

裂
の
町
、
道
、
民
夜
、
毘
定
資

虚
説、

』
民
健
康
保
換
説
で
あ

り
ま
す
次
山
よ
う
に
四
五

O
円
が
前

納
蝿
奨
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

; EE雪己主皇室役 li宮!|; 
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i t主刊しょ主主馬 11釜11- i 
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報

奨

金

の

計

事

例

(
掴
定
資
産
投
)

納

期

e
「
用

目

1
「
凶川

良

ど

晴

晴

惜

は

一

品

一納
明
回

目

同

峨

一

前
納
報
交
金

四
月
一
四
月
二
十
日

一

五

.
0
0
0円
一

納

間
内
に
つ
き
該
当

L
な
い

i
l

l
[

1

I

l

l

i

t

-

-

j

i
l
l
-

古

月

ご
四
月
二
十
日

一
豆、

O
C
O
同

一

五

O

円

一

，

三

十

月

二
回
月
二
十
日

一
玉、

0
0
ω
同

一

王

O
円

一

六

/ 
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意
議
を
矢
っ
て
居
り
ま
ず
か

ら
顔
色
は
赤
く
、
震
が
強
〈
打

ち
い
び
き
を
か
く
の
が
特
徴
で

あ
る
。

こ
の
障
な
場
合
は
脳
内

白
出
血
量
を
少
く
す
る
意
味
か

ら
決
し
て
一一時
や
体
を
淫
り
動
か

し
て
は
な
ら
な
い
。

呼
ぴ
覚
そ
う
と
し
て
揺
り
勤

し
て
磨
る
場
面
を
多
〈
見
か
け

る
が
、
患
者
に
は
大
変
な
述
惑

急

性

意

識

障

害

患

者

の

取

扱

方

に

脳
卒
中

~l 

つ

い
て

報

』
そ
の
ニ
-

今

金

町

国

保

病

院

木

村

広

博

撹

長

昭和何年5月18

脂
血
管
に
実
ー一間大
ま
な
変
化

が
発
生
し
て
意
識
を
失
う
場
合

を
脳
卒
中
と
E
a
ぷ
が
、

こ
れ
に

は
四
つ
の
原
因
が
あ
る
。

叫
脳
溢
血

u脳
血
菅
が
破
れ

て
四百
内
に
血
む
塊
が
&「
す
る
白

で
脳
を
圧
迫
す
る
耳
ーに
な
っ
て

意
識
一一を失
う
も
の
で
あ
る
。

血
圧
田
高
い
人
臣
起
り
易
い
白

は
且
〈
知
ら
れ
て
居
る
。

[3) 

な
白
で
一一あ
る
。
静
か
に
誌
を
さ

せ
る
事
、
何
処
で
倒
れ
て
も
倒

れ
た
場
所
か
ら
動
か
さ
な
い
市

食
べ
た
物
を
吐
く
場
合
は
速
か

に
ふ
き
と
り
.
顔
を
横
下
に
向

け
、
吐
物
が
気
管
に
入
ら
な
い

様
に
す
る
事
が
適
切
な
処
置
で

あ
る
。

同
脳
軟
化
日
脳
血
管
の
動
脈
硬

化
が
強
く
な
る
と
、
血
管
壁
に

出
来
た
粥
状
の
活
が
自
然
に
は

が
れ
て
そ
れ
よ
り
細
い
処
世
閉

塞
す
る
の
で
、
そ
の
血
管
に
よ

っ
て
血
読
を
受
け
て
い
た
脳
が

死
に
、
軟
化
す
る
病
気
で
あ
る

脳
溢
血
と
は
区
別
し
理
い
が

高
血
圧
で
な
く
て
も
生
ず
る
か

ら
、
顔
色
は
苦
透
か
、
や
や
蒼

白
で
あ
り
、
原
由
打
ち
方
巴も脳

溢
血
程
強
〈
は
な
い
。

取
扱
十
万
四
注
意
は
脳
溢
血
と

同
じ
で
あ
る
@

付
箱
血
栓
痘
目
心
議
白
弁
艇

に
狭
窄
が
あ
る
と
‘
血
流
が
う

ま
く
行
か
な
い
白
で
心
構
内
に

血
申
塊
が
出
来
る
が
、
こ
の
沈

が
流
れ
出
し
て
稿
血
管
に
引
っ

か
か
る
場
合
E
起
る
病
気
で
あ

る
。
突
然
厳
し
い
頭
痛
を
訴

え

て
苦
し
み
出
し
多
〈
は
一

側
の

手
足
由
来
痔
を
伴
い
意
議
を
失

う
白
が
梓
密
で
あ
る
。

取
扱
上
白
注
意
は
脳
溢
血
と

同
じ
で
一あ
る
。

同
門
歯
動
経
痛
破
裂
日
生
れ
つ

き
、
或
は
梅
毒
平
動
脈
硬
化
で

、

生
じ
た
脳
動
娠
の
潤
が
ふ
〈
れ

過
ぎ
て
碇
礼
町
胞
の
五
百
に
流
れ

出
し
た
血
枝
が
脳
携
を
強
〈
刺

殺
し
て
庫
誌
を
失
う
同
気
で
あ

る
。
若
い
人
に
起
る
事
が
予
い

設
設
い
上
白
注
庄
は
脳
溢
血
と

同
じ
で
j

あ
る
ω

農
薬
の
取
り
扱
い
に

注
意

農
薬
の
使
用
置
は
年
々
増
加

し
拘
置
作
物
申
増
産
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
が
、
反
商
事
故

も
全
国
的
に
多
〈
発
生
し
て
お

り
ま
す
e

こ
の
原
茜
の
大
部
叶
は
農
薬

を
保
育
す
る
場
合
の
不
法
庄
平

永
年
の
経
験
巨
よ
る
油
断
を
し

た
た
め
で
す
。

農
業
を
車
り
扱
う
人
は
日
頃

よ
り
農
薬
白
性
質
阜
、使
用
方
法

を
正
し
く
理
解
し
、
保
管
す
る

場
合
か
ぎ
由
か
か
る
と

こ
ろ
に

俣
昔
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
も
事
故
一一を
起
こ
さ
な
い

よ
う
お
互
に
注
置
し
ま
し
ょ
う

町
宮
き
れ
い
に

花
い
っ
ぱ
い

明るく正しい参議員選挙

間

⑨普通選挙制度施行40周年，⑨
⑨婦 人 参 政 20周年 ⑨

強調月月5 

今金町公明選挙運動推進協議会

今金町選挙管理委、員会
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纏
え
つ
け
の
時
期
が
や
っ
て

会
ま
し
た
。
な
に
ご
と
も
出
発

が
大
切
。
植
え
つ
け
は
育
林
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
手
聞
を
今
ま

で
白

2
倍
か
け
た
と
し
て
も
、

植
え
た
年
か
ら
生
長
し
、
4
韮
I

位
で
下
刈
白
手
陶
が
ぬ
け
る
と

し
た
ら
、
結
局
は
得
と
い
う
も

の
。
そ
ん
な
植
え
つ
け
の
仕
方

が
あ
る
の
で
す
。
も
う
か
る
樟

業
経
営
は
ま
ず
、
ス
タ
ー
ト
ダ

γ
シ
ユ
を
つ
け
る
植
え
つ
け
か

ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
植
え
つ
け
方

一
、
地
ご
し
ら
え
は
文
字
ど
お

り
土
地
を
作
る
作
業
で
す
。

養
分
の
あ
る
枝
や
葉
を
林
地
に

全
面
ば
ら
ま
こ
う。

山の相E量Eとl孟綜業改良指導員へ

二、

地
ご
し
ら
え
が
終
っ
た
ら

植
え
つ
け
る
何
事
4
酎
の
技
や
葉
を

2
メ
ー
ト
ル
四
方
に
と
り
除
く

三
、
つ
い
で
、
地
表
白
腐
植
質

を
含
ん
だ
回
聞
い
肥
え
た
ー
エ
を
か

「ゴゴ
山
の
苗
木
は

こ
う
し
て
植

え
よ
う

き
寄
せ
る。

回
、

ぐ
れ
か
ら
、
そ
の
1
メ
ー

ト
ル

四
方
の
む
会
出
し
に
な
っ

た
地
面
に
ク
ワ
を
ま
ん
べ
ん
な

く
打
込
で
土
を
や
わ
ら
か
く
し

，、

昭和40年度上半期経口生

ポリオワクチン投与実施

日

程

表

標'"のことについて、下記によ り実施します

白で対象者は必ず投与を受けるよう通知しま

す。

ー岐与対象者 昭和39年7月1日から昭和40

年1月31日までに生れた人。
⑨費用はー切無料です。

@:対量者団最寄りの会場にて役与されるよう

通知します。

そ
白
中
央
に
柑
セ
ン
チ
角
、
深

さ
却
セ

ン
チ
位
巴
穴
を
堀
る
。

玉
、
そ
の
穴
の
底
に
先
に
取
り

除
い
て
お
い
た
、
黒
い
湿
り
の

あ
る
土
を
、
両
手
で
入
れ
穴
の

底
を
小
高
く
し
、

そ
こ
に
苗
木

を
入
れ
、
根
白
四
方
に
、
し
か

も
根
の
先
端
が
下
向
、
ぎ
に
な
る

よ
う
に
伸
し
て
や
る。

六
、
つ

い
で
、
そ
の
箇
木
を
上

下
に
ゆ
す
ぶ
り
な
が
ら
、
黒
い

土
を
か
け
そ
れ
か
ら
掘
り
出
し

た
土
を
か
け
て
や
っ
て
、
よ
く

踏
み
か
た
め
る
。

七
、
そ
し
て
、
最
後
に
落
葉
、

落
枝
な
ど
を
、
ま
た
も
と
の
よ

う
に
艮
し
、
地
面
を
お
・由
っ
て

し
ま
え

ら

5月11日 一一一一一一……一
一
一一一…

実施月目 安 施時間 |実施会場
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5月13日

画面

の
振
興
と
青
少
年
目
行
成
田
た

め
麓
極
的
巴
力
を
入
れ
る
た
め

で
す
。
希
望
白
方
は
町
企
画
室

巨
指
間
合
せ
下
さ
い
。

派
遣
先

欧
州
及
び
カ
ナ
ダ

デ
ン
マ
ー
ク

米
国
農
童
実
習
生

米
自
民
主
労
苦
者

i-J} 
1外村

1益1
1者年
t を 2

12j 
;主 i

jE; 

町
で
は
昭
和
四
十
年
度
に
於

て
島
村
青
少
年
む
海
外
派
遣
し

た
い
方
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

指
導
的
適
任
者
を
欧
洲
そ
の
他

梅
舛
先
進
時
間
に
派
遣
し
実
施

E
農
業
お
よ
び
生
活
技
術
を
体

得
さ
せ
帰
町
桂
は
農
業
構
造
改

善
白
中
核
者
と
し
て
本
町
農
業

民
生
課
よ
り
の
お
知
ら
せ

一

ー
春
季
大
掃
除
指
導
(
検
査
)

に
つ
い
て

本
年
は
融
雪
が
お
く
れ
殿
繁

期
と
の
か
ね
合
い
等
も
あ
り

ま
す
が
お
よ
そ
五
月
下
旬

t

六
月
中
旬
に
実
箆
の
予
定
で

す
。

Z
季
節
保
育
所
由
閉
所
時
期
に

つ
い
て

本
年
度
由
季
節
保
育
所
関
所

は
五
月
上
旬
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

内栄
団
地
の
偉
白
ぼ
り
}


